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がんばる介護職員応援事業

福祉職場で活躍する
未来の福祉リーダーを紹介します！

inとやま

介護の中堅職員

社会福祉法人 富山県社会福祉協議会 富山県福祉人材センター
〒930-0094　富山市安住町５番21号　富山県総合福祉会館（サンシップとやま）２階
TEL：076-432-6156　FAX：076-432-6532　Mail：jinzai-center@wel.pref.toyama.jp
＊開所・相談受付時間／平日（月～金）９：00～12：00・13：00～17：00 ※土・日・祝日および年末年始を除く

●問合せ先・申込み先

 2023.11

富山県福祉人材確保対策会議（事務局：富山県福祉人材センター )
富山県介護福祉士会、富山県社会福祉士会、富山県ホームヘルパー協議会、富山県看護協会、富山県老人福祉施設協議会、富山県知的障害者福祉協会、
富山県社会福祉法人経営者協議会、富山県介護福祉士養成校協会、介護労働安定センター富山支部、富山県人材活躍推進センター、富山国際学園、
富山県医師会、富山県婦人会、日本青年会議所北陸信越地区富山ブロック協議会、富山県社会福祉協議会、富山労働局、富山市、高岡市、富山県 
                 

介護の職場において、福祉の専門性に基づく利用者本位の視点に立ち、新任職員など後進の指導や職場のチームワークの
向上に貢献し、いきいきと元気に活躍している職員を表彰することにより、介護の仕事のやりがいや魅力を伝えるものです。

※平成26年（2014年）からがんばる介護職員応援事業とは

県内の高齢者や障害者の介護業務に携わる職員のうち、次の①～③の要件を全て満たすことが必要となります。
①当該法人・事業所での勤務が５年以上12年未満の職員で、新任職員等への指導・相談に携わっていること。
②介護福祉士の国家資格を有していること。
③富山県福祉カレッジが実施する「中堅職員研修」「チームリーダー研修」、国が定める「介護福祉士実習指導者講習会」
のいずれかを修了していること。

法人内各事業所から推薦され、選考委員会において業績が優秀であると認められた方が、富山県福祉人材確保対策会議会長から表彰されます。

がんばる介護職員「がんばりすと」になるには…

※貸与をうけられるには、一定の要件があります。詳細については、下記までお問い合わせください。

介護分野等の貸付制度のご案内
離職介護人材再就職準備金貸与制度
介護業務へ再就職される方への支援金貸与制度
です。

❶介護職員等としての実務経験が１年以上（在
職期間360日以上かつ業務従事期間180日以
上）ある方

❷介護福祉士、実務者研修修了者、介護職員初
任者研修修了者のいずれかに該当する方

❸県内の介護事業所・施設に介護職員等として
就職する方

❹介護職としての離職日から再就職する日まで
の期間が３か月以上ある方

❺事前に富山県福祉人材センターに届出・求職
登録をした方

次の❶～❺までの要件をすべて満たす方対象

介護分野就職支援金貸与制度
他業種で働いていた人材の介護分野への導入を促進するための支援
金貸与制度です。

❶県内の介護事業所・施設に初めて介護職員として就職する方
❷介護職員初任者研修以上の研修を修了した方もしくは修了予定の方

次の❶❷いずれの要件も満たす方対象

障害福祉分野就職支援金貸与制度

❶県内の障害福祉サービス事業所・施設に初めて障害福祉職員とし
て就職する方
❷介護職員初任者研修以上の研修を修了した方もしくは修了予定の方

他業種で働いていた人材の障害福祉分野への導入を促進するための
支援金貸与制度です。

次の❶❷いずれの要件も満たす方対象
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返還免除 介護福祉士として登録し、県内において
介護業務に２年間従事した場合

修学費用20万円（上限）介護の現場で働きながら、介護福祉士の資格取得を目指せます。

介護福祉士実務者養成施設入学者向け

●定員（暫定）
●募集期間
●決定時期

…
……
……

10名
毎年4月、9月
毎年 7月、11月頃

介護等の業務に従事する皆さんを応援します。介護分野等の貸付制度のご案内



一言一言令和５年度がんばる
         介護職員応援事業受彰者から


